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研究速報  高 速液体クロマ トグラフィーによる胆石中長鎖脂肪酸測定

呉  碩 東
ネ 谷 村  弘

馬庭 芳 朗  福   昭 人

はじめに :胆石中脂肪酸の抽出法 とその定量法はい

まだ確立していない.今 回,わ れわれは胆石から直接

脂肪酸を抽出し,高 速液体クロマ トグラフィー (high

performance liquid chromatography;HPLC)を 用

いて総長鎖脂肪酸および遊離型長鎖脂肪酸を定量する

方法を確立し,胆 石の成因における脂肪酸の意義につ

いて検討 した。

方法 :肝内ビリルビンカルシウム石 (ビリルビンCa

石)5例 ,胆 裏・総胆管ビリルビンCa石 4例 と黒色石

5例 および胆嚢コンステロール石10例を対象 とした。

Bligh Dyer法 に基づいて胆石中脂肪酸の抽出法を考

案 し,結 石粉末10mgか ら抽出 した脂肪酸 を HPLC

法1)にて各種胆石中の総脂肪酸を分画定量 した。成績

はmean± SDで 示し,統 計学的検定は Student t‐test

を用い,危 険率 5%未 満を有意差ありと判定した。

結果 :脂肪酸の分離再現性は良好で,回 収率 も90%

以上 と満足であった。測定 した胆石から主に Palmttic

acid(C16:0), Stearic acid(C18:0), 01eic acid

(C18:1),Linoleic acid(18:2)が検出された (Fig.

1)。C16:0は 肝内ビリル ビンCa石 が452±271mg/g

ともっとも多 く,胆 嚢 ・総胆管ビリルビンCa石 101±

7 4 . 5 m g / g ,黒色石20 . 3±8. 7 9 m g / gと担裏コレステ

ロール石62 9±2 7 9 m g / gで,肝内ビリルビンCa石 は

他の胆石に対 し,い ずれにも有意差を認めた (p <

0 0 5 )。C 1 8 : 0もそれ ぞれ47 . 7±26ゃ3m g / g , 1 0 , 4土

6.46mg/g, 1.49± 0.36mg/gと 1,03±0,46mg/gで ,

肝内ビリルビンCa石 には他の胆石より有意に多く含

有 されていた。C18:1は 肝内 ビリル ビンCa石 が

35.4±50 6mg/gで ,黒色石5.33±3.12mg/gや 胆嚢コ

ンステロール石1,66±1.06mg/gよ りも著明に多く含

まれていた。C18:2も それぞれ30,9±36.7mg/g,

5.76±4.18mg/gと 1.43±1.10mg/gで 不飽和脂肪酸

としてC18:1と 同じ結果を示した.

考察 :以上の結果より胆石の構成成分として総脂肪

酸の含有量が胆石の種類によって明確に異なることが

判明した。胆石中にはPalmitic acidとStearic acid

などの飽和脂肪酸が多く,また,Oleic acidとLinoleic

addな どの不飽和脂肪酸も含有されていることを初
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Fig. l  Contents  of total  fatty acids in  he‐

patobiliary stones by High Performance Liquid

Chromatography

めて明 らかにした。Phospholipase Alはリン脂質の

sn‐1と結合 した飽和脂肪酸 (palmitic acidとstea拭c

acid)を分解する役割をしている作用を持つが,リン脂

質 の sn‐2と結 合 す る不飽 和 脂 肪 酸 (01eic acid,

Linoleic acid)を分解するのはPhosphollpase A2の作

用である。今回の結果では,Phospholipase A2と Al

がともに胆石中脂肪酸の生成に貢献することが判明し

た。しかし,肝 内ビリルビンCa石 では,飽 和脂肪酸が

不飽和脂肪酸に比べて著明に高 く,こ の生成において

Phospholipase Alが A2よ り重要な働きをしているこ

とが証明された。つまり,Phospholipase Alが胆汁中

のリン脂質の sn lと結合する飽和脂肪酸を分解,遊 離

された結果,飽 和遊離脂肪酸が胆汁中のカルシウムイ

オンと結合し,難 溶性化合物が胆汁中から沈殿 して肝

内ビリル ビンCa石 の主成分 になることが示唆 され

た。
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The Etiology of Biliary Stone Formatioll Through Determination of Fatty Acids by HPLC
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